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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光センサ素子を備えた表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を
検知することで、外部からの入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置
であって、
　上記表示パネルの画像表示面側には、偏光板が設けられており、
　上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位相差板が設けられており、
　上記偏光板と上記λ／４位相差板との間には、λ／２位相差板がさらに設けられており
、
　上記λ／２位相差板の光軸と上記λ／４位相差板の光軸とは、互いに交差した位置関係
を有して配置されており、
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、
　それぞれの光軸の交差角度ｐが、５０度＜ｐ＜７０度を満たすように、
　配置されていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　互いに直交する２つの軸をＸ軸およびＹ軸とし、上記λ／４位相差板、上記λ／２位相
差板、および上記偏光板を、上記Ｘ軸およびＹ軸を含むＸＹ平面に沿ってそれぞれ配置し
たとき、
　上記Ｙ軸の正の方向を０度とし、上記Ｘ軸の正の方向を９０度とすると、
　上記λ／４位相差板の光軸は、２０度の方向に存在し、
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　上記λ／２位相差板の光軸は、７５度の方向に存在し、
　上記偏光板の透過軸は、９０度の方向に存在するように、
　上記λ／４位相差板、上記λ／２位相差板、および上記偏光板がそれぞれ配置されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　複数の光センサ素子を備えた表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を
検知することで、外部からの入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置
であって、
　上記表示パネルの画像表示面側には、偏光板が設けられており、
　上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位相差板が設けられており、
　上記偏光板と上記λ／４位相差板との間には、λ／２位相差板がさらに設けられており
、
　上記λ／２位相差板の光軸と上記λ／４位相差板の光軸とは、互いに交差した位置関係
を有して配置されており、
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、同一の材料で形成されており、かつ、
　上記の各位相差板のうちの少なくとも一方において、位相差板平面内の直交軸における
各屈折率をｎｘ、ｘｙとし、位相差板の厚さ方向における屈折率をｎｚとすると、
　上記ｎｘ、ｎｙ、およびｎｚは、
　ｎｘ＞ｎｙ、かつ、（ｎｘ－ｎｚ）＜（ｎｘ－ｎｙ）の関係を満たしていることを特徴
とする表示装置。
【請求項４】
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、
　それぞれの光軸の交差角度ｐが、５０度＜ｐ＜７０度を満たすように、
　配置されていることを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　互いに直交する２つの軸をＸ軸およびＹ軸とし、上記λ／４位相差板、上記λ／２位相
差板、および上記偏光板を、上記Ｘ軸およびＹ軸を含むＸＹ平面に沿ってそれぞれ配置し
たとき、
　上記Ｙ軸の正の方向を０度とし、上記Ｘ軸の正の方向を９０度とすると、
　上記λ／４位相差板の光軸は、２０度の方向に存在し、
　上記λ／２位相差板の光軸は、７５度の方向に存在し、
　上記偏光板の透過軸は、９０度の方向に存在するように、
　上記λ／４位相差板、上記λ／２位相差板、および上記偏光板がそれぞれ配置されてい
ることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　上記表示パネルは、液晶パネルであることを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記
載の表示装置。
【請求項７】
　上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
　上記バックライトは、可視光を発する光源を有していることを特徴とする請求項６に記
載の表示装置。
【請求項８】
　上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
　上記バックライトは、可視光を発する光源および赤外光を発する光源を有していること
を特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　複数の光センサ素子を備えた表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を
検知することで、外部からの入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置
であって、
　上記表示パネルの画像表示面側には、偏光板が設けられており、
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　上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位相差板が設けられており、
　上記λ／４位相差板上には、ＴＡＣフィルムがさらに設けられていることを特徴とする
表示装置。
【請求項１０】
　上記ＴＡＣフィルムにおける上記λ／４位相差板との対向面側とは反対側には、保護板
がさらに設けられていることを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　上記ＴＡＣフィルムと上記保護板との間には、空気層が設けられていることを特徴とす
る請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　上記表示パネルは、液晶パネルであることを特徴とする請求項９～１１の何れか１項に
記載の表示装置。
【請求項１３】
　上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
　上記バックライトは、可視光を発する光源を有していることを特徴とする請求項１２に
記載の表示装置。
【請求項１４】
　上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
　上記バックライトは、可視光を発する光源および赤外光を発する光源を有していること
を特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１５】
　複数の光センサ素子を備えた表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を
検知することで、外部からの入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置
であって、
　上記表示パネルの画像表示面側には、偏光板が設けられており、
　上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位相差板が設けられており、
　上記表示パネルは、液晶パネルであり、
　上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
　上記バックライトは、可視光を発する光源および赤外光を発する光源を有しており、
　上記光センサ素子上には、赤外光を選択的に透過する赤外光透過部が設けられているこ
とを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　上記液晶パネルと上記バックライトとの間には、裏側偏光板がさらに設けられており、
　上記液晶パネルの画像表示面側に配置された上記偏光板は、赤外光を直線偏光するもの
であり、
　上記裏側偏光板は、可視光を直線偏光し、かつ、赤外光を直線偏光しないものであるこ
とを特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　複数の光センサ素子を備えた表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を
検知することで、外部からの入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置
であって、
　上記表示パネルの画像表示面側には、偏光板が設けられており、
　上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位相差板が設けられており、
　上記表示パネルは、液晶パネルであり、
　上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
　上記バックライトは、可視光を発する光源および赤外光を発する光源を有しており、
　上記液晶パネルと上記バックライトとの間には、裏側偏光板がさらに設けられており、
　上記液晶パネルの画像表示面側に配置された上記偏光板は、赤外光を直線偏光するもの
であり、
　上記裏側偏光板は、可視光を直線偏光し、かつ、赤外光を直線偏光しないものであるこ
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とを特徴とする表示装置。
【請求項１８】
　上記偏光板と上記λ／４位相差板との間には、λ／２位相差板がさらに設けられており
、
　上記λ／２位相差板の光軸と上記λ／４位相差板の光軸とは、互いに交差した位置関係
を有して配置されていることを特徴とする請求項１２～１７の何れか１項に記載の表示装
置。
【請求項１９】
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、
　それぞれの光軸の交差角度ｐが、５０度＜ｐ＜７０度を満たすように、
　配置されていることを特徴とする請求項１８に記載の表示装置。
【請求項２０】
　互いに直交する２つの軸をＸ軸およびＹ軸とし、上記λ／４位相差板、上記λ／２位相
差板、および上記偏光板を、上記Ｘ軸およびＹ軸を含むＸＹ平面に沿ってそれぞれ配置し
たとき、
　上記Ｙ軸の正の方向を０度とし、上記Ｘ軸の正の方向を９０度とすると、
　上記λ／４位相差板の光軸は、２０度の方向に存在し、
　上記λ／２位相差板の光軸は、７５度の方向に存在し、
　上記偏光板の透過軸は、９０度の方向に存在するように、
　上記λ／４位相差板、上記λ／２位相差板、および上記偏光板がそれぞれ配置されてい
ることを特徴とする請求項１９に記載の表示装置。
【請求項２１】
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、同一の材料で形成されており、かつ、
　上記の各位相差板のうちの少なくとも一方において、位相差板平面内の直交軸における
各屈折率をｎｘ、ｘｙとし、位相差板の厚さ方向における屈折率をｎｚとすると、
　上記ｎｘ、ｎｙ、およびｎｚは、
　ｎｘ＞ｎｙ、かつ、（ｎｘ－ｎｚ）＜（ｎｘ－ｎｙ）の関係を満たしていることを特徴
とする請求項１８～２０の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項２２】
　上記偏光板と上記λ／４位相差板との間には、λ／２位相差板がさらに設けられており
、
　上記λ／２位相差板の光軸と上記λ／４位相差板の光軸とは、互いに交差した位置関係
を有して配置されていることを特徴とする請求項９～１１の何れか１項に記載の表示装置
。
【請求項２３】
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、
　それぞれの光軸の交差角度ｐが、５０度＜ｐ＜７０度を満たすように、
　配置されていることを特徴とする請求項２２に記載の表示装置。
【請求項２４】
　互いに直交する２つの軸をＸ軸およびＹ軸とし、上記λ／４位相差板、上記λ／２位相
差板、および上記偏光板を、上記Ｘ軸およびＹ軸を含むＸＹ平面に沿ってそれぞれ配置し
たとき、
　上記Ｙ軸の正の方向を０度とし、上記Ｘ軸の正の方向を９０度とすると、
　上記λ／４位相差板の光軸は、２０度の方向に存在し、
　上記λ／２位相差板の光軸は、７５度の方向に存在し、
　上記偏光板の透過軸は、９０度の方向に存在するように、
　上記λ／４位相差板、上記λ／２位相差板、および上記偏光板がそれぞれ配置されてい
ることを特徴とする請求項２３に記載の表示装置。
【請求項２５】
　上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、同一の材料で形成されており、かつ、
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　上記の各位相差板のうちの少なくとも一方において、位相差板平面内の直交軸における
各屈折率をｎｘ、ｘｙとし、位相差板の厚さ方向における屈折率をｎｚとすると、
　上記ｎｘ、ｎｙ、およびｎｚは、
　ｎｘ＞ｎｙ、かつ、（ｎｘ－ｎｚ）＜（ｎｘ－ｎｙ）の関係を満たしていることを特徴
とする請求項２２～２４の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項２６】
　上記表示パネルは、自発光型の表示パネルであることを特徴とする請求項１～５、９～
１１、２２～２５の何れか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光センサ素子を表示パネル内に備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に代表されるフラットパネル型の表示装置は、薄型軽量、低消費電力とい
った特徴を有し、さらに、カラー化、高精細化、動画対応といった表示性能の向上に向け
た技術開発が進んでいる。そのため、現在では、携帯電話、ＰＤＡ、ＤＶＤプレイヤー、
モバイルゲーム機器、ノートＰＣ、ＰＣモニター、ＴＶなどといった幅広い電子機器に組
み込まれている。
【０００３】
　このような背景の中、近年、光センサ素子が画像表示領域内の各画素（あるいは、ＲＧ
Ｂのうちの何れかの画素）にそれぞれ備えられた液晶表示装置の開発が進んでいる。例え
ば特許文献１には、フォトダイオードからなる光センサ素子が画素領域上に備えられた液
晶表示装置が開示されている。このように、画素ごとに光センサ素子を内蔵することで、
エリアセンサとしての機能（具体的には、スキャナ機能、タッチパネル機能など）を通常
の液晶表示装置で実現することが可能となる。つまり、上記光センサ素子がエリアセンサ
としての機能を果たすことで、タッチパネル（またはスキャナ）一体型の表示装置を実現
することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００６－１８２１９号公報（公開日：２００
６年１月１９日）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開２０００－１１２６６３号公報（公開日：２０
００年４月２１日）」
【特許文献３】日本国公開特許公報「特開平１０－６８８１６号公報（公開日：１９９８
年３月１０日）」
【特許文献４】日本国公開特許公報「特開２０００－２５９３４９号公報（公開日：２０
００年９月２２日）」
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】「タッチパネルの技術と開発」　１２１頁、発行日：２００４年１２月
２７日、監修：三谷雄二、発行者：島健太郎、発行所：株式会社　シーエムシー出版
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のようなエリアセンサ機能付きの表示装置では、パネル内の光センサ素子が、パネ
ル表面に接触するユーザの指やペンなどを画像として検知することにより、入力位置を認
識している。
【０００７】
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　つまり、エリアセンサ機能付きの表示装置においては、指やペンなどがパネル表面に接
近したときにできる像（影）を検知している。このようなエリアセンサ付きの表示装置に
おいては、表示パネルに表示されている画像がパネル表面や指などにおいて反射されるこ
とが問題となっている。
【０００８】
　理想的なエリアセンサ機能付きの表示装置においては、指などがタッチした位置（入力
位置）以外のパネル表面では、光センサ素子の出力値は、周囲光の明るさを検出する外光
センサの出力値とほぼ同じであり、かつ、一定の値であることが望まれる。しかしながら
、表示画像がパネル表面などで反射されると、光センサ素子はその反射光も検知するため
、光センサ素子の出力値が表示画像の明るさに応じて、変化してしまう。このように、光
センサ素子において得られる出力値が表示画像の影響を受けて変化することで、入力位置
の検出精度は大きく低下してしまう。
【０００９】
　例えば、表示画像が明るい場合には、表示画像が装置内に配置された保護板やアクリル
板などの各層の界面において反射し、光センサ素子の出力値がこの反射光の影響を受けて
、実際の入力位置とは異なる場所において、高い出力値が得られてしまうことになる。こ
れにより、エリアセンサが入力位置を誤認識してしまう。
【００１０】
　ところで、特許文献２には、透明導電膜が形成された２枚の透明導電性基板を、互いの
透明導電膜同士が向い合うように配置し、上側の透明導電性基板を押すことで２枚の透明
導電性基板を接触させ、位置検出を行う透明タッチパネルが開示されている。そして、こ
の透明タッチパネルを液晶パネル上に載置した場合に、タッチパネルによって外部の光が
反射し、液晶パネルの表示画像が見にくくなることを防止するために、上側の透明導電性
基板にλ／４位相差板を設けることが開示されている。
【００１１】
　しかしながら、この構成では、外部の光がパネル表面で反射することによって起こる視
認性の低下を抑えることはできるが、表示画像に起因した光がパネル表面で反射しパネル
内に戻ることを防止することはできない。
【００１２】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、表示画像に起因した光の反射を
抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる光センサ付きの表示装置を実現す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明にかかる表示装置は、上記の課題を解決するために、複数の光センサ素子を備え
た表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を検知することで、外部からの
入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置であって、上記表示パネルの
画像表示面側には、偏光板が設けられており、上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位
相差板が設けられていることを特徴としている。
【００１４】
　ここで、「上記偏光板の画像表示面側」とは、該偏光板における、表示パネルとの対向
面とは反対側の面側のことをいう。
【００１５】
　上記の構成によれば、偏光板上にλ／４位相差板が設けられていることによって、以下
のような原理で、表示パネルの表示画像に起因した光が装置の表面などで反射された光を
遮断することができる。
（１）表示パネルからの光が偏光板を通過すると直線偏光（例えば、水平方向の直線偏光
）になる。
（２）上記（１）の直線偏光がλ／４位相差板を通過すると右回りの円偏光になる。
（３）上記（２）の円偏光が、例えば、表示装置の表面あるいは指などで反射されると左
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回りの円偏光になる。
（４）上記（３）の反射した左回りの円偏光は、λ／４位相差板を通過すると直線偏光（
例えば、垂直方向の直線偏光）となる。
（５）上記（４）の直線偏光は、偏光板の透過軸とは異なる方向の偏光であるため、偏光
板を通過することができない。
【００１６】
　以上より、偏光板とλ／４位相差板との組合せによって、画像表示に起因した光のうち
、表示装置の表面を通過できずに反射された光が、表示パネルへ入射することを防ぐこと
ができる。そのため、光センサ素子において得られる出力値が、表示画像からの反射光の
影響を受けて変化することを防ぐことができ、より高い精度で入力位置を検知することが
できる。
【００１７】
　これに加え、指、入力ペンなどのような装置の表面に入力を行う物（入力対象物と呼ぶ
）からの反射光のうち、正反射成分についても遮断することができるため、光センサ素子
の検出感度が入力対象物からの反射光の影響を受けて低下してしまうことを防ぐことがで
きる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明にかかる表示装置は、複数の光センサ素子を備えた表示パネルを備え、該光セン
サ素子が装置表面上の画像を検知することで、外部からの入力位置を検出するエリアセン
サ機能を有している表示装置であって、上記表示パネルの画像表示面側には、偏光板が設
けられており、上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位相差板が設けられていることを
特徴としている。
【００１９】
　上記の構成によれば、表示画像に起因した光の反射を抑え、高い精度で入力位置を検知
することのできる表示装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図２に示す液晶表示装置の概略構成と、該装置内の界面における反射光の光路を
示す模式図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態にかかる液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図３】（ａ）は、広帯域λ／４位相差板が設けられている本発明の液晶表示装置の構成
を示す模式図であり、（ｂ）は、広帯域λ／４位相差板が設けられていない比較例の液晶
表示装置の構成を示す模式図である。
【図４】偏光板とλ／４位相差板との組合せによって反射光を遮断する原理を説明するた
めの模式図である。
【図５】（ａ）は、偏光板および位相差板の各光軸の位置関係を説明するための座標軸を
示す模式図であり、（ｂ）は、ＸＹ平面における各光軸の角度を説明するための模式図で
ある。
【図６】図１に示す液晶表示装置において、偏光板と広帯域λ／４位相差板との組合せに
よって反射光を遮断することを示す模式図である。
【図７】（ａ）は、図１に示す液晶表示装置に表示される画像の一例を示す図である。（
ｂ）は、広帯域λ／４位相差板が設けられていない比較例の液晶表示装置において、（ａ
）に示す画像が表示されているときに光センサ素子が認識する画像を示す図である。（ｃ
）は、広帯域λ／４位相差板が設けられている本発明の液晶表示装置において、（ａ）に
示す画像が表示されているときに光センサ素子が認識する画像を示す図である。
【図８】図１に示す液晶表示装置の変形例を示す模式図である。
【図９】図１０に示す液晶表示装置の概略構成と、該装置内の界面における反射光の光路
を示す模式図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態にかかる液晶表示装置の構成を示す断面図である。
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【図１１】図９に示す液晶表示装置の変形例を示す模式図である。
【図１２】本発明の第３の実施の形態にかかる自発光型表示装置の概略構成と、該装置内
の界面における反射光の光路を示す模式図である。
【図１３】図１２に示す自発光型表示装置の変形例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施形態について図１～図８に基づいて説明すると以下の通りである。なお
、本発明はこれに限定されるものではない。
【００２２】
　本実施の形態では、エリアセンサ機能（具体的には、タッチパネル機能）を備えている
タッチパネル一体型の液晶表示装置について説明する。
【００２３】
　本実施の形態のタッチパネル一体型液晶表示装置の構成を、図２を参照しながら説明す
る。図２に示すタッチパネル一体型液晶表示装置１００（単に液晶表示装置１００とも呼
ぶ）は、２次元状に配置された複数の光センサ素子が装置表面の画像を検知することで入
力位置を検出するタッチパネル機能を有している。
【００２４】
　図２に示すように、本実施の形態のタッチパネル一体型液晶表示装置１００は、液晶パ
ネル２０、および、液晶パネル２０の背面側に設けられ該液晶パネルに光を照射するバッ
クライト１０を備えている。
【００２５】
　バックライト１０には、複数個の白色ＬＥＤが光源として備えられている。
【００２６】
　液晶パネル２０は、多数の画素がマトリクス状に配列されたアクティブマトリクス基板
２１と、これに対向するように配置された対向基板２２とを備えており、さらにこれら２
つの基板の間に表示媒体である液晶層２３が挟持された構造を有している。なお、本実施
の形態において、液晶パネル２０の表示モードは特に限定されず、ＴＮモード、ＩＰＳモ
ード、ＶＡモードなどのあらゆる表示モードを適用することができる。
【００２７】
　また、液晶パネル２０の外側には、液晶パネル２０を挟み込むようにして表側偏光板４
０ａ（画像表示面側に設けられた偏光板）および裏側偏光板４０ｂがそれぞれ設けられて
いる。
【００２８】
　各偏光板４０ａおよび４０ｂは、偏光子としての役割を果たす。例えば、液晶層に封入
されている液晶材料が垂直配向型である場合、表側偏光板４０ａの偏光方向と裏側偏光板
４０ｂの偏光方向とを、互いにクロスニコルの関係になるように配置することで、ノーマ
リーブラックモードの液晶表示装置を実現することができる。
【００２９】
　表側偏光板４０ａ上には、広帯域λ／４位相差板５０が配置されている。広帯域λ／４
位相差板５０上には、ＴＡＣフィルム６０が配置されている。また、液晶表示装置１００
の最表面１００ａ（すなわち、検出対象面１００ａ）には、保護板９０が配置されている
。そして、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０とは、一定の距離を保って離れて配置されて
いる。これにより、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０との間には、空気層８０が形成され
る。
【００３０】
　アクティブマトリクス基板２１には、各画素を駆動するためのスイッチング素子である
ＴＦＴ（図示せず）、配向膜（図示せず）、光センサ素子３０などが設けられている。
【００３１】
　また、対向基板２２には、カラーフィルタ層２４、および、図示はしていないが対向電
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極及び配向膜などが形成されている。カラーフィルタ層は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ
）のそれぞれの色を有する着色部と、ブラックマトリクスとから構成されている。
【００３２】
　上記のように、本実施の形態のタッチパネル一体型液晶表示装置１００においては、各
画素領域に光センサ素子３０が設けられており、これによりエリアセンサが実現される。
そして、液晶表示装置１００の表面（検出対象面１００ａ）の特定の位置に指や入力ペン
が接触した場合に、その位置を光センサ素子３０が読み取り、装置に対して情報を入力し
たり、目的とする動作を実行させたりすることができる。このように、本実施の形態の液
晶表示装置１００では、光センサ素子３０によってタッチパネル機能を実現することがで
きる。
【００３３】
　光センサ素子３０は、フォトダイオードまたはフォトトランジスタで形成されており、
受光した光の強度に応じた電流を流すことによって、受光量を検知する。ＴＦＴおよび光
センサ素子３０は、アクティブマトリクス基板２１上に、ほぼ同一のプロセスによってモ
ノリシックに形成されたものであってもよい。つまり、光センサ素子３０の一部の構成部
材は、ＴＦＴの一部の構成部材と同時に形成されてもよい。このような光センサ素子の形
成方法は、従来公知の光センサ素子内蔵型の液晶表示装置の製造方法に準じて行うことが
できる。
【００３４】
　なお、本発明では、必ずしも光センサ素子は一画素ごとに設けられていなくてもよく、
例えば、Ｒ，Ｇ，Ｂのうちの何れか１つのカラーフィルタを有する画素ごとに光センサが
備えられている構成であってもよい。
【００３５】
　ＴＡＣフィルム６０とは、互いに直交するｘ、ｙ、ｚ軸方向の３つの主屈折率をｎｘ、
ｎｙ、ｎｚとした場合に、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの関係を有しており、|ｎｘ－ｎｚ|・ｄで与
えられるリタデーション値が、一般に、５０ｎｍ～６０ｎｍのものである。
【００３６】
　保護板９０は、液晶表示装置１００の画像表示面側の最表面に配置され、装置を保護す
るものである。保護板９０は、例えば、アクリル、ポリカーボネート、ＰＥＴなどの透明
な材料で形成されている。
【００３７】
　ＴＡＣフィルム６０と保護板９０との間にある空気層８０は、例えば、透明な両面粘着
フィルムシート等によって、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０との間を一定の距離だけ離
して固定することによって形成されている。
【００３８】
　また、図２には示されていないが、液晶表示装置１００には、液晶パネル２０に対して
表示駆動を行う液晶駆動回路、および、エリアセンサを駆動するためのエリアセンサ制御
部が設けられている。なお、本実施の形態の液晶駆動回路およびエリアセンサ制御部の構
成については、従来公知の構成を適用することができる。
【００３９】
　液晶表示装置１００は、上記のような構成を有していることによって、装置の表面（検
出対象面１００ａ）に指または入力ペンがタッチした場合に、液晶パネル２０内に形成さ
れた光センサ素子３０が、指または入力ペンを画像として捉えることによって、入力位置
を検出することができる。
【００４０】
　また、本実施の形態の液晶表示装置１００は、表側偏光板４０ａ上に広帯域λ／４位相
差板５０を有していることによって、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
光成分が光センサ素子３０によって検知されることを防ぐことができるため、より高い精
度で入力位置を検知することができる。この点について、以下に説明する。
【００４１】
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　図１には、液晶表示装置１００を構成している各層の構成を模式的に示す。
【００４２】
　図１に示すように、広帯域λ／４位相差板５０は、λ／２位相差板５０ｂおよびλ／４
位相差板５０ａが表側偏光板４０ａ側からこの順に重ねられた構成を有している。λ／２
位相差板とは、自身を透過する光の偏光状態を１／２波長分変化させる位相差板であり、
単にλ／２板とも呼ばれる。λ／４位相差板とは、自身を透過する光の偏光状態を１／４
波長分変化させる位相差板であり、単にλ／４板とも呼ばれる。
【００４３】
　図３には、広帯域λ／４位相差板５０が設けられている本発明の構成（図３の（ａ））
と、広帯域λ／４位相差板５０が設けられていない比較例の構成（図３の（ｂ））とを対
比して示す。
【００４４】
　液晶表示装置１００および液晶表示装置１０１では、バックライト１０内の光源から照
射された光が液晶パネル２０を透過して表示画像が形成される。この表示画像に基づく光
の一部は、装置の最表面１００ａまたは１０１ａ、保護板９０と空気層８０との界面、空
気層８０とＴＡＣフィルム６０との界面、および、指に映り込む。
【００４５】
　そして、図３の（ｂ）に示す、広帯域λ／４位相差板５０が設けられていない液晶表示
装置１０１では、この映り込んだ画像は反射されて、液晶パネル２０内に戻るため、液晶
パネル２０内の光センサ素子３０によって検知される。これにより、表示画像に応じた画
像を光センサ素子３０が検知することになるため、入力位置の検知精度が低下してしまう
。
【００４６】
　これに対して、図３の（ａ）に示す、広帯域λ／４位相差板５０が設けられている液晶
表示装置１００では、装置内の各界面および指から反射された光の多くが、表側偏光板４
０ａを通過することができない。そのため、光センサ素子３０が表示画像からの反射光を
検知することを防ぐことができる。
【００４７】
　ここで、広帯域λ／４位相差板５０が設けられていることによって反射光を遮断するこ
とができる原理について説明する。
【００４８】
　まず、広帯域λ／４位相差板５０内のλ／４位相差板５０ａによって、５５０ｎｍの波
長の反射光を遮断する原理について、図４を参照しながら説明する。なお、ここでの偏光
板の透過軸とλ／４位相差板の光軸（遅相軸）との位置関係を説明するにあたっては、図
５の（ａ）に示す座標軸を基準とする。また、ここでの説明は、非特許文献１に開示され
ている内容を参考にしている。
【００４９】
　図４に示すように、偏光板の透過軸は、Ｘ軸方向に沿っている。図４では、偏光板に入
射する光が反射され、偏光板の方へ戻る様子を、順に（１）～（５）で示す。以下に、こ
の順に沿って説明する。
（１）表示パネルからの光が偏光板を通過するとＸ軸方向の直線偏光になる。
（２）上記（１）の直線偏光がλ／４位相差板を通過すると右回りの円偏光になる。
（３）上記（２）の円偏光が、例えば、液晶表示装置の表面あるいは指などで反射される
と左回りの円偏光になる。
（４）上記（３）の反射した左回りの円偏光は、λ／４位相差板を通過するとＹ軸方向の
直線偏光となる。
（５）上記（４）の直線偏光は、偏光板の透過軸（Ｘ軸方向）とは直交する方向の偏光で
あるため、偏光板を通過することができない。
【００５０】
　以上より、反射光は偏光板から表示パネル側へ入ることができないため、光センサ素子
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が反射光を検知することを防ぐことができる。なお、上記の原理により偏光板によって遮
断されるのは、正反射光のみであり、散乱反射光については遮断されない。
【００５１】
　また、反射光が正反射光成分のみの場合には、偏光板の透過軸とλ／４位相差板の光軸
（遅相軸）との交差角が４５度の位置関係のとき、上記（４）の直線偏光が、偏光板の透
過軸（Ｘ軸方向）とは直交する方向の偏光となり、反射光は偏光板によって完全に遮断さ
れる。そして、交差角が４５度から離れるにしたがって、反射光の遮断割合は低下する。
【００５２】
　以上より、反射光の遮断効果を高めるためには、偏光板の透過軸とλ／４位相差板の光
軸（遅相軸）との交差角を４５度に近づけることが好ましい。但し、本発明ではこれに限
定はされず、１／４λ位相差板の遅相軸が、偏光板の透過軸に対してある程度傾いて配置
されており（つまり、遅相軸と透過軸とが平行ではなく）、かつ、遅相軸と透過軸とが直
交していなければ、ある程度の反射光の低減効果を得ることができる。
【００５３】
　また、上記したように、偏光板によって遮断されるのは、正反射光のみであり、散乱反
射光については遮断されない。液晶表示装置の各界面および指から反射された光のうち、
指からの反射光については、その多くが散乱光であるため、偏光板による反射光の低減効
果は比較的小さい。これに対して、液晶表示装置の各界面での反射光は、その多くが正反
射成分であるため、偏光板による反射光の低減効果は高い。
【００５４】
　なお、上記したように、表側偏光板４０ａ上にλ／４位相差板５０ａのみを配置した構
成では、５５０ｎｍの波長の光については、λ／４位相差板５０ａによって円偏光に変換
されるが、それ以外の波長の光については楕円偏光となる。そのため、λ／４位相差板５
０ａのみの構成では、５５０ｎｍ以外の波長の光についての反射光除去効果は、低下して
しまう。
【００５５】
　そこで、本実施の形態の液晶表示装置１００では、表側偏光板４０ａとλ／４位相差板
５０ａとの間にλ／２位相差板５０ｂを設け、λ／２位相差板５０ｂの光軸（遅相軸）と
λ／４位相差板５０ａの光軸（遅相軸）とが、互いに交差した位置関係を有して配置され
ている。これにより、５５０ｎｍの光以外の光についても直線偏光を円偏光に変換するこ
とが可能となる。
【００５６】
　さらに、λ／４位相差板の光軸（遅相軸）とλ／２位相差板の光軸（遅相軸）とが所定
の位置関係を有するように各位相差板を配置することによって、より広帯域の波長につい
て直線偏光から円偏光への変換が可能となる。以下、好ましい位置関係の例について説明
する。
【００５７】
　位置関係を説明するにあたり、座標軸を図５の（ａ）のように定義する。図５の（ａ）
に示す座標軸において、偏光板および各位相差板は、ＸＹ平面に沿って配置し、光線はＺ
軸に沿って進行するものとする。つまり、Ｘ軸およびＹ軸は、偏光板および各位相差板に
おいて面内の直交軸であり、Ｚ軸は、偏光板および各位相差板の厚さ方向に延びる軸であ
る。また、偏光板の光軸（透過軸）および位相差板の光軸（遅相軸）の方向は、図５の（
ｂ）に示すように、ＸＹ平面においてＹ軸から右向きを正とした角度θで定義する。つま
り、Ｙ軸の正の方向を０度とし、Ｘ軸の正の方向を９０度と定義する。
【００５８】
　そして、図５の（ａ）に示すＺ軸の矢印方向（つまり、図中、左から右の方向）に、λ
／４位相差板５０ａ、λ／２位相差板５０ｂ、および表側偏光板４０ａがこの配置順で並
んでいるとする。このとき、それぞれの光軸の図５（ｂ）における角度θは、λ／４位相
差板５０ａが２０度、λ／２位相差板５０ｂが７５度、表側偏光板４０ａが９０度（すな
わち、Ｘ軸方向）になるように、各層を配置する。
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【００５９】
　上記のような位置関係で各層を配置することで、表側偏光板４０ａを出射した直線偏光
は、λ／２位相差板５０ｂを通過することで波長毎に異なる変換がされた後に、λ／４位
相差板５０ａへ入射することになる。これにより、λ／４位相差板５０ａを通過した広帯
域の波長の光（具体的には、波長４００ｎｍ～７００ｎｍの可視光）は、円偏光に変換さ
れる。
【００６０】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる液晶表示装置を得ることができ
る。
【００６１】
　なお、λ／４位相差板の光軸（遅相軸）とλ／２位相差板の光軸（遅相軸）と位置関係
は、上記の例に必ずしも限定されない。これ以外にも、例えば、特許文献３に記載の技術
を参照して、以下のような位置関係で配置することもできる。
【００６２】
　すなわち、λ／２位相差板とλ／４位相差板とは、それぞれの光軸（遅相軸）が互いに
交差し、かつ、その交差角度ｐが、５０度＜ｐ＜７０度を満たすように配置されているこ
とが好ましい。
【００６３】
　上記の構成によれば、表側偏光板４０ａを通過した後、λ／２位相差板５０ｂおよびλ
／４位相差板５０ａに入射した光のうち、５５０ｎｍの波長の光だけでなく広帯域の波長
の光を円偏光にすることが可能となる。
【００６４】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる液晶表示装置を得ることができ
る。
【００６５】
　また、特許文献３を参照すれば、λ／４位相差板とλ／２位相差板とは、同一の材料で
形成されており、かつ、これらの位相差板のうちの少なくとも一方において、位相差板平
面内の直交軸における各屈折率をｎｘ、ｘｙとし、位相差板の厚さ方向における屈折率を
ｎｚとすると、上記ｎｘ、ｎｙ、およびｎｚは、ｎｘ＞ｎｙ、かつ、（ｎｘ－ｎｚ）＜（
ｎｘ－ｎｙ）（あるいは、（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）＜１）の関係を満たしている
ことが好ましい。なお、ここで各屈折率ｎｘ、ｎｙ、ｎｚは、図５の（ａ）に示す各座標
軸（Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸）に対応した方向の屈折率ということもできる。
【００６６】
　上記の構成によれば、表側偏光板４０ａを通過した後、λ／２位相差板５０ｂおよびλ
／４位相差板５０ａに入射した光のうち、５５０ｎｍの波長の光だけでなく広帯域の波長
の光を円偏光にすることが可能となる。
【００６７】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる液晶表示装置を得ることができ
る。
【００６８】
　本実施の形態の液晶表示装置１００は、上記のような構成を有していることにより、図
６に示すように、液晶表示装置の各界面および指などによって反射された表示画像の光（
のうちの正反射成分）を表側偏光板４０ａによって遮断し、液晶パネル２０へ戻ることを
防ぐことができる。なお、図６の（１）～（５）は、上述した図４の（１）～（５）に対
応している。
【００６９】
　図７には、液晶表示装置１００が広帯域λ／４位相差板５０を有していることによって
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得られる効果の例を示す。図７の（ａ）は、液晶表示装置１００に表示される画像の一例
（具体的には地図の画像）を示している。そして、図７の（ｃ）には、本発明の液晶表示
装置１００において、図７の（ａ）に示す画像が表示されているときに光センサ素子が認
識する画像を示す。また、比較のために、図７の（ｂ）には、広帯域λ／４位相差板が設
けられていない液晶表示装置において、図７の（ａ）に示す画像が表示されているときに
光センサ素子が認識する画像を示す。なお、図７の（ｂ）（ｃ）に示す各センサ画像は、
装置の表面に指などが全く触れていない場合のものである。
【００７０】
　図７の（ｂ）に示すように、広帯域λ／４位相差板が設けられていない構成では、液晶
パネルに表示される地図の画像が反映されたセンサ画像となっている。そのため、指はタ
ッチしていないにもかかわらず、例えば、地図上の道に相当する部分の光センサ値が、１
００／２５６階調まで上がってしまい、指がタッチしていると誤認識される可能性がある
。
【００７１】
　これに対して、図７の（ｃ）に示すように、広帯域λ／４位相差板が設けられていない
構成では、液晶パネルに表示される画像の影響をほとんど受けることなく、パネルの全表
示領域における光センサ値は、１７／２５６階調程度となる。指がタッチした場合の光セ
ンサ値は、１７／２５６階調以上の１００／２５６階調値程度であるため、表示画像の影
響による誤認識を防ぐことが可能となる。
【００７２】
　続いて、本実施の形態の液晶表示装置の変形例について説明する。図８には、図１に示
す液晶表示装置１００の変形例である液晶表示装置２００の概略構成を示す。図１と図８
とを比較すればわかるように、液晶表示装置２００には、空気層８０および保護板９０が
設けられていない。また、図８に示されているＴＡＣフィルム６０は、設けられていなく
てもよい。それ以外の構成については、液晶表示装置１００と同じである。
【００７３】
　液晶表示装置２００においても、広帯域λ／４位相差板５０が設けられていることによ
って、装置の表面で反射された表示画像に基づく光が表側偏光板４０ａを通過できないた
め、光センサ素子の検出感度が入力対象物からの反射光の影響を受けて低下してしまうこ
とを防ぐことができる。
【００７４】
　但し、液晶表示装置１００と液晶表示装置２００とを比較した場合、液晶表示装置１０
０のほうが本発明の効果が高い。これは、液晶表示装置２００では、装置内で表示画像が
反射され得る界面は、装置表面のみであるのに対して、液晶表示装置１００では、表示画
像が反射され得る界面が３つ存在する（具体的には、ＴＡＣフィルム６０と空気層８０と
の界面、空気層８０と保護板９０との界面、および、保護板９０と空気層との界面（すな
わち、装置表面１００ａ）という３つの界面）ためである。
【００７５】
　このように、より多くの界面を有していることで、表示画像の反射光量が大きくなり、
反射光によって光センサが誤認識を生じる可能性がより高くなる。そのため、広帯域λ／
４位相差板５０を設けることによる反射光除去効果は、液晶表示装置１００のほうが液晶
表示装置２００よりも高い。
【００７６】
　また、液晶表示装置１００においては、空気層８０の代わりに透明樹脂層が形成されて
いてもよい。但し、空気層８０が形成されているほうが、各界面における屈折率差が大き
くなり、各界面での光の反射量が大きくなるため、広帯域λ／４位相差板５０を設けるこ
とによる反射光の低減効果が大きくなる。
【００７７】
　〔実施の形態２〕
　本発明の第２の実施形態について以下に説明する。本実施形態では、バックライトに赤
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外光光源を有しており、光センサ素子が赤外光を検知することで入力位置の検出を行うタ
ッチパネル一体型の液晶表示装置について説明する。
【００７８】
　図１０には、本実施の形態のタッチパネル一体型液晶表示装置３００の構成を示す。図
１０に示すタッチパネル一体型液晶表示装置３００（単に液晶表示装置３００とも呼ぶ）
は、２次元状に配置された複数の光センサ素子が装置表面３００ａ（検出対象面）の画像
を検知することで入力位置を検出するタッチパネル機能を有している。なお、液晶表示装
置３００において、実施の形態１の液晶表示装置１００と同じ構成および機能を有する部
材については同じ番号を付し、その説明を省略する。
【００７９】
　図１０に示すように、本実施の形態のタッチパネル一体型液晶表示装置３００は、液晶
パネル２０ａ、および、液晶パネル２０ａの背面側に設けられ該液晶パネルに光を照射す
るバックライト１１を備えている。液晶パネル２０ａは赤外光センサ内蔵型の液晶パネル
である。
【００８０】
　バックライト１１には、複数個の白色ＬＥＤと複数個の赤外ＬＥＤとが光源として備え
られている。なお、赤外ＬＥＤは、赤外領域の波長の光を発するものであるが、本実施の
形態では特に、液晶パネル２０ａ内の赤外光透過フィルタ（赤外光透過部）３２を透過す
る波長域の赤外光を出射するものを使用している。
【００８１】
　液晶パネル２０ａは、多数の画素がマトリクス状に配列されたアクティブマトリクス基
板２１と、これに対向するように配置された対向基板２２とを備えており、さらにこれら
２つの基板の間に表示媒体である液晶層２３が挟持された構造を有している。
【００８２】
　また、液晶パネル２０ａの外側には、液晶パネル２０ａを挟み込むようにして表側偏光
板４０ｃ（画像表示面側に設けられた偏光板）および裏側偏光板４０ｄがそれぞれ設けら
れている。
【００８３】
　表側偏光板４０ｃ上には、広帯域λ／４位相差板５０が配置されている。広帯域λ／４
位相差板５０上には、ＴＡＣフィルム６０が配置されている。また、液晶表示装置３００
の最表面３００ａ（すなわち、検出対象面３００ａ）には、保護板９０が配置されている
。そして、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０とは、一定の距離を保って離れて配置されて
いる。これにより、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０との間には、空気層８０が形成され
る。
【００８４】
　アクティブマトリクス基板２１には、各画素を駆動するためのスイッチング素子である
ＴＦＴ（図示せず）、画素電極２６、データ信号線２７、配向膜２８、光センサ素子３１
などが設けられている。
【００８５】
　光センサ素子３１は、フォトダイオードまたはフォトトランジスタで形成されており、
受光した光の強度に応じた電流を流すことによって、受光量を検知する。本実施の形態で
は、光センサ素子３１は、カラーフィルタ層２４の青色の着色部２４ｂに対応する画素電
極２６の近傍に設けられている。また、青色の着色部２４ｂの内側には、赤外光透過フィ
ルタ３２が設けられており、装置の表面３００ａ側からの光が、赤外光透過フィルタ３２
を通過して光センサ素子３１に到達するような構成となっている。
【００８６】
　赤外光透過フィルタ３２は、赤外光を選択的に透過するフィルタである。なお、赤外光
透過フィルタ３２は、赤外光を透過し可視光を遮断することを目的として設けられるもの
であれば、必ずしも可視光を完全に遮断する必要はなく、可視光を例えば数十％程度透過
するものであってもよい。この赤外光透過フィルタ３２が光センサ素子３１上に設けられ
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ていることによって、光センサ素子３１は、赤外光の光量を検知する赤外光センサとして
機能する。
【００８７】
　また、対向基板２２には、カラーフィルタ層２４、対向電極２５、配向膜２８などが形
成されている。カラーフィルタ層は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のそれぞれの色を有
する着色部２４ｒ・２４ｇ・２４ｂと、ブラックマトリクス２４ｍとから構成されている
。
【００８８】
　ＴＡＣフィルム６０、空気層８０、保護板９０については、液晶表示装置１００と同じ
ものを適用可能である。
【００８９】
　液晶表示装置３００は、上記のような構成を有していることで、検出対象面３００ａ上
に指や入力ペンなどの対象物がタッチした場合に、バックライト１１内の赤外ＬＥＤから
照射された赤外光が対象物によって反射され、この反射された赤外光を光センサ素子３１
が検知することができる。そのため、各光センサ素子３１が検知した赤外光の強度によっ
て、検出対象面のどの位置にタッチしたかを検知することができる。
【００９０】
　さらに、液晶表示装置３００は、広帯域λ／４位相差板５０を有していることによって
、液晶表示装置１００と同様に、表示画像に起因した光の反射を抑え、高い精度で入力位
置を検知することのできる表示装置を得ることができる。この点について、図９を参照し
ながら説明する。
【００９１】
　図９に示すように、広帯域λ／４位相差板５０は、λ／２位相差板５０ｂおよびλ／４
位相差板５０ａが表側偏光板４０ａ側からこの順に重ねられた構成を有している。この点
は、液晶表示装置１００の構成と同じである。
【００９２】
　一方、赤外光センサ付き液晶パネル２０ａを有している液晶表示装置３００では、表側
偏光板４０ｃおよび裏側偏光板４０ｄの構成が、液晶表示装置１００の構成とは一部異な
っている。
【００９３】
　つまり、液晶表示装置１００に設けられている表側偏光板４０ａおよび裏側偏光板４０
ｂは、一般的な液晶パネルで使用されている偏光板であり、可視光領域の波長の光を直線
偏光にするものであるが、赤外領域の波長の光については偏光しない。これに対して、本
実施の形態の液晶表示装置３００に設けられている各偏光板のうち、表側偏光板４０ｃに
ついては、赤外光を直線偏光するものを使用し、裏側偏光板４０ｄについては、赤外光を
偏光しないものを使用する。なお、可視光は、両方の偏光板４０ｃ・４０ｄによって直線
偏光となる。
【００９４】
　上記のような各偏光板を使用することによって、赤外ＬＥＤから照射された赤外光が装
置表面３００ａから抜けることが可能となり、かつ、装置表面３００ａなどで反射された
赤外光を表側偏光板４０ｃで遮断することができる。
【００９５】
　なお、上述した性質をそれぞれ有する表側偏光板４０ｃおよび裏側偏光板４０ｄは、何
れも市販されているため、目的に応じて適宜入手することができる。
【００９６】
　これにより、赤外ＬＥＤから照射された赤外光のうち、装置表面３００ａ、保護板９０
と空気層８０との界面、および、空気層８０とＴＡＣフィルム６０との界面で反射された
ものを表側偏光板４０ｃで遮断することができる。なお、装置表面３００ａにタッチした
指などの入力対象物からの反射光については、その多くが散乱光成分であるため、表側偏
光板４０ｃによって遮断される割合は少なく、光センサ素子３１によって検知することが
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できる。
【００９７】
　続いて、本実施の形態の液晶表示装置の変形例について説明する。図１１には、図９に
示す液晶表示装置３００の変形例である液晶表示装置４００の概略構成を示す。図９と図
１１とを比較すればわかるように、液晶表示装置４００には、空気層８０および保護板９
０が設けられていない。また、図１１に示されているＴＡＣフィルム６０は、設けられて
いなくてもよい。それ以外の構成については、液晶表示装置３００と同じである。
【００９８】
　液晶表示装置４００においても、広帯域λ／４位相差板５０が設けられていることによ
って、装置の表面で反射された表示画像に基づく光が表側偏光板４０ａを通過できないた
め、光センサ素子の検出感度が入力対象物からの反射光の影響を受けて低下してしまうこ
とを防ぐことができる。
【００９９】
　但し、液晶表示装置３００と液晶表示装置４００とを比較した場合、液晶表示装置３０
０のほうが本発明の効果が高い。これは、液晶表示装置４００では、装置内で表示画像が
反射され得る界面は、装置表面のみであるのに対して、液晶表示装置３００では、表示画
像が反射され得る界面が３つ存在する（具体的には、ＴＡＣフィルム６０と空気層８０と
の界面、空気層８０と保護板９０との界面、および、保護板９０と空気層との界面（すな
わち、装置表面３００ａ）という３つの界面）ためである。
【０１００】
　このように、より多くの界面を有していることで、表示画像の反射光量が大きくなり、
反射光によって光センサが誤認識を生じる可能性がより高くなる。そのため、広帯域λ／
４位相差板５０を設けることによる反射光除去効果は、液晶表示装置３００のほうが液晶
表示装置４００よりも高い。
【０１０１】
　〔実施の形態３〕
　本発明の第３の実施形態について以下に説明する。本実施形態では、エリアセンサ機能
（具体的には、タッチパネル機能）を備えているタッチパネル一体型の自発光型表示装置
について説明する。
【０１０２】
　図１２には、本実施の形態のタッチパネル一体型自発光型表示装置５００の構成を示す
。図１２に示すタッチパネル一体型自発光型表示装置５００（単に自発光型表示装置５０
０とも呼ぶ）は、２次元状に配置された複数の光センサ素子が装置表面５００ａ（検出対
象面）の画像を検知することで入力位置を検出するタッチパネル機能を有している。なお
、自発光型表示装置５００において、実施の形態１の液晶表示装置１００と同じ構成およ
び機能を有する部材については同じ番号を付し、その説明を省略する。
【０１０３】
　図１２に示すように、本実施の形態の自発光型表示装置５００は、自発光型パネル２０
ｂを備えている。自発光型パネル２０ｂは、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）、有
機ＥＬパネルなどの自発光型の表示パネルである。
【０１０４】
　自発光型パネル２０ｂには、画像表示を行うための各画素構成に加えて、タッチパネル
機能を実現するための光センサ素子が内蔵されている。このような自発光型の表示パネル
に光センサ素子を内蔵させた構成については、例えば、特許文献４に開示されている構成
を適用することができる。
【０１０５】
　また、自発光型パネル２０ｂ上には、表側偏光板４０ａ（画像表示面側に設けられた偏
光板）が設けられている。表側偏光板４０ａ上には、広帯域λ／４位相差板５０が配置さ
れている。広帯域λ／４位相差板５０は、λ／２位相差板５０ｂおよびλ／４位相差板５
０ａが表側偏光板４０ａ側からこの順に重ねられた構成を有している。
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【０１０６】
　広帯域λ／４位相差板５０上には、ＴＡＣフィルム６０が配置されている。また、自発
光型表示装置５００の最表面５００ａ（すなわち、検出対象面５００ａ）には、保護板９
０が配置されている。そして、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０とは、一定の距離を保っ
て離れて配置されている。これにより、ＴＡＣフィルム６０と保護板９０との間には、空
気層８０が形成される。
【０１０７】
　表側偏光板４０ａ、ＴＡＣフィルム６０、空気層８０、保護板９０については、液晶表
示装置１００に設けられているものと同じものを使用することができる。
【０１０８】
　自発光型表示装置５００は、上記のような構成を有していることで、検出対象面５００
ａ上に指や入力ペンなどの対象物がタッチした場合に、自発光型パネル２０ｂ内に形成さ
れた光センサ素子が、指または入力ペンを画像として捉えることによって、入力位置を検
出することができる。
【０１０９】
　さらに、自発光型表示装置５００は、広帯域λ／４位相差板５０を有していることによ
って、装置内の各界面および指から反射された光の多くが、表側偏光板４０ａを通過する
ことができない。そのため、光センサ素子が表示画像からの反射光を検知することを防ぐ
ことができる。これにより、高い精度で入力位置を検知することのできる表示装置を得る
ことができる。
【０１１０】
　続いて、本実施の形態の表示装置の変形例について説明する。図１３には、図１２に示
す自発光型表示装置５００の変形例である自発光型表示装置６００の概略構成を示す。図
１２と図１３とを比較すればわかるように、自発光型表示装置６００には、空気層８０お
よび保護板９０が設けられていない。また、図１３に示されているＴＡＣフィルム６０は
、設けられていなくてもよい。それ以外の構成については、自発光型表示装置５００と同
じである。
【０１１１】
　自発光型表示装置６００においても、広帯域λ／４位相差板５０が設けられていること
によって、装置の表面で反射された表示画像に基づく光が表側偏光板４０ａを通過できな
いため、光センサ素子の検出感度が入力対象物からの反射光の影響を受けて低下してしま
うことを防ぐことができる。
【０１１２】
　但し、自発光型表示装置５００と自発光型表示装置６００とを比較した場合、自発光型
表示装置５００のほうが本発明の効果が高い。これは、自発光型表示装置６００では、装
置内で表示画像が反射され得る界面は、装置表面のみであるのに対して、自発光型表示装
置５００では、表示画像が反射され得る界面が３つ存在する（具体的には、ＴＡＣフィル
ム６０と空気層８０との界面、空気層８０と保護板９０との界面、および、保護板９０と
空気層との界面（すなわち、装置表面３００ａ）という３つの界面）ためである。
【０１１３】
　このように、より多くの界面を有していることで、表示画像の反射光量が大きくなり、
反射光によって光センサが誤認識を生じる可能性がより高くなる。そのため、広帯域λ／
４位相差板５０を設けることによる反射光除去効果は、自発光型表示装置５００のほうが
自発光型表示装置６００よりも高い。
【０１１４】
　本発明にかかる表示装置は、上記の課題を解決するために、複数の光センサ素子を備え
た表示パネルを備え、該光センサ素子が装置表面上の画像を検知することで、外部からの
入力位置を検出するエリアセンサ機能を有している表示装置であって、上記表示パネルの
画像表示面側には、偏光板が設けられており、上記偏光板の画像表示面側には、λ／４位
相差板が設けられていることを特徴としている。
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【０１１５】
　ここで、「上記偏光板の画像表示面側」とは、該偏光板における、表示パネルとの対向
面とは反対側の面側のことをいう。
【０１１６】
　上記の構成によれば、偏光板上にλ／４位相差板が設けられていることによって、以下
のような原理で、表示パネルの表示画像に起因した光が装置の表面などで反射された光を
遮断することができる。
（１）表示パネルからの光が偏光板を通過すると直線偏光（例えば、水平方向の直線偏光
）になる。
（２）上記（１）の直線偏光がλ／４位相差板を通過すると右回りの円偏光になる。
（３）上記（２）の円偏光が、例えば、表示装置の表面あるいは指などで反射されると左
回りの円偏光になる。
（４）上記（３）の反射した左回りの円偏光は、λ／４位相差板を通過すると直線偏光（
例えば、垂直方向の直線偏光）となる。
（５）上記（４）の直線偏光は、偏光板の透過軸とは異なる方向の偏光であるため、偏光
板を通過することができない。
【０１１７】
　以上より、偏光板とλ／４位相差板との組合せによって、画像表示に起因した光のうち
、表示装置の表面を通過できずに反射された光が、表示パネルへ入射することを防ぐこと
ができる。そのため、光センサ素子において得られる出力値が、表示画像からの反射光の
影響を受けて変化することを防ぐことができ、より高い精度で入力位置を検知することが
できる。
【０１１８】
　これに加え、指、入力ペンなどのような装置の表面に入力を行う物（入力対象物と呼ぶ
）からの反射光のうち、正反射成分についても遮断することができるため、光センサ素子
の検出感度が入力対象物からの反射光の影響を受けて低下してしまうことを防ぐことがで
きる。
【０１１９】
　さらに、本発明の表示装置では、上記偏光板と上記λ／４位相差板との間に、λ／２位
相差板がさらに設けられており、上記λ／２位相差板の光軸と上記λ／４位相差板の光軸
とは、互いに交差した位置関係を有して配置されていることが好ましい。
【０１２０】
　ここで、偏光板上にλ／４位相差板のみが設けられた構成では、５５０ｎｍの波長の光
のみを円偏光にすることしかできず、それ以外の波長の光は楕円偏光となってしまう。こ
れに対して、上記のように、λ／２位相差板とλ／４位相差板とを重ねて形成された位相
差板では、５５０ｎｍの光以外の光についても円偏光にすることが可能となる。
【０１２１】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、高い精度で入力位置を検知することのできる表示装置を得ることができる。
【０１２２】
　なお、λ／２位相差板とλ／４位相差板との積層板は、上記のように広帯域の波長の光
を円偏光に変換可能であることから、これを広帯域λ／４位相差板と呼ぶ。
【０１２３】
　本発明の表示装置において、上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、それぞれ
の光軸の交差角度ｐが、５０度＜ｐ＜７０度を満たすように、配置されていることが好ま
しい。
【０１２４】
　上記の構成によれば、上記偏光板を通過した後、上記λ／２位相差板および上記λ／４
位相差板に入射する光について、５５０ｎｍの波長の光だけでなくより広帯域の波長の光
を円偏光にすることが可能となる。
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【０１２５】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる表示装置を得ることができる。
【０１２６】
　上記の表示装置において、互いに直交する２つの軸をＸ軸およびＹ軸とし、上記λ／４
位相差板、上記λ／２位相差板、および上記偏光板を、上記Ｘ軸およびＹ軸を含むＸＹ平
面に沿ってそれぞれ配置したとき、上記Ｙ軸の正の方向を０度とし、上記Ｘ軸の正の方向
を９０度とすると、上記λ／４位相差板の光軸は、２０度の方向に存在し、上記λ／２位
相差板の光軸は、７５度の方向に存在し、上記偏光板の透過軸は、９０度の方向に存在す
るように、上記λ／４位相差板、上記λ／２位相差板、および上記偏光板がそれぞれ配置
されていることが好ましい。
【０１２７】
　上記の構成によれば、上記偏光板を通過した後、上記λ／２位相差板および上記λ／４
位相差板に入射する光について、５５０ｎｍの波長の光だけでなくより広帯域の波長（具
体的には、４００ｎｍ～７００ｎｍの可視光の範囲）の光を円偏光にすることが可能とな
る。
【０１２８】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる表示装置を得ることができる。
【０１２９】
　本発明の表示装置において、上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板とは、同一の材
料で形成されており、かつ、上記の各位相差板のうちの少なくとも一方において、位相差
板平面内の直交軸における各屈折率をｎｘ、ｘｙとし、位相差板の厚さ方向における屈折
率をｎｚとすると、上記ｎｘ、ｎｙ、およびｎｚは、ｎｘ＞ｎｙ、かつ、（ｎｘ－ｎｚ）
＜（ｎｘ－ｎｙ）の関係を満たしていることが好ましい。
【０１３０】
　上記の構成によれば、上記偏光板を通過した後、上記λ／２位相差板および上記λ／４
位相差板に入射する光について、５５０ｎｍの波長の光だけでなくより広帯域の波長の光
を円偏光にすることが可能となる。
【０１３１】
　したがって、上記の構成によれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射
を抑え、より高い精度で入力位置を検知することのできる表示装置を得ることができる。
【０１３２】
　なお、本発明の表示装置においては、上記λ／２位相差板と上記λ／４位相差板のうち
、少なくとも一方において、上記の条件を満たしていればよいが、両方の位相差板がとも
に上記の条件を満たしていることがより好ましい。
【０１３３】
　本発明の表示装置において、上記λ／４位相差板上には、ＴＡＣフィルムがさらに設け
られていることが好ましい。
【０１３４】
　ＴＡＣフィルムのＴＡＣとは、トリアセチルセルロースのことを意味する。ＴＡＣフィ
ルムは、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの関係を有し、|ｎｘ－ｎｚ|・ｄで与えられるリタデーション
値が、一般に、５０ｎｍ～６０ｎｍのものである。ここで、ｎｘ、ｎｙ、ｎｚは、互いに
直交するｘ、ｙ、ｚ軸方向の３つの主屈折率のことである。
【０１３５】
　このＴＡＣフィルムが設けられていることにより、位相差板の保護効果が得られる。
【０１３６】
　本発明の表示装置において、上記ＴＡＣフィルムにおける上記λ／４位相差板との対向
面側とは反対側には、保護板がさらに設けられていることが好ましい。
【０１３７】
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　この保護板が設けられていることにより、その内側に設けられた位相差板を含むパネル
への傷、汚れ、及びパネルの破損を防ぐことができる。なお、保護板が設けられているこ
とにより、表示パネルから装置の最表面までの間に複数の層が存在することになるため、
各層の界面において表示画像が反射し、光センサ素子の検出精度が低下してしまうことが
想定される。しかし、本発明では、偏光板および各位相差板が設けられていることにより
、各界面での反射光を低減することができるため、光センサ素子の精度の低下を抑えるこ
とができる。
【０１３８】
　本発明の表示装置において、上記ＴＡＣフィルムと上記保護板との間には、空気層が設
けられていることが好ましい。
【０１３９】
　ＴＡＣフィルムと保護板との間に空気層または樹脂層が設けられていることにより、表
示パネルから装置の最表面までの間にさらに多くの層が存在することになるため、各層の
界面における反射光の影響を受けて光センサ素子の検出精度がさらに低下してしまうこと
が想定される。しかし、本発明では、偏光板および各位相差板が設けられていることによ
り、各界面での反射光を低減することができるため、光センサ素子の精度の低下を抑える
ことができる。
【０１４０】
　本発明の表示装置において、上記表示パネルは、液晶パネルであってもよい。
【０１４１】
　上記の表示装置は、上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
上記バックライトは、可視光を発する光源を有していてもよい。
【０１４２】
　上記の表示装置は、上記液晶パネルに対して光を照射するバックライトをさらに備え、
上記バックライトは、可視光を発する光源および赤外光を発する光源を有していてもよい
。
【０１４３】
　上記の表示装置において、上記光センサ素子上には、赤外光を選択的に透過する赤外光
透過部が設けられていてもよい。
【０１４４】
　上記の表示装置において、上記液晶パネルと上記バックライトとの間には、裏側偏光板
がさらに設けられており、上記液晶パネルの画像表示面側に配置された上記偏光板は、赤
外光を直線偏光するものであり、上記裏側偏光板は、可視光を直線偏光し、かつ、赤外光
を直線偏光しないものであってもよい。
【０１４５】
　上記の構成によれば、赤外光を発する光源から照射された赤外光が装置表面から抜ける
ことが可能となり、かつ、装置表面などで反射された赤外光を画像表示面側に配置された
偏光板（表側偏光板）で遮断することができる。
【０１４６】
　本発明の表示装置において、上記表示パネルは、自発光型の表示パネルであってもよい
。
【０１４７】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段、あるいは
、他の実施の形態において説明した技術的手段を組み合わせて得られる実施形態について
も本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１４８】
　本発明の表示装置を用いれば、様々な波長の光を含む表示画像に起因した光の反射を抑
え、高い精度で入力位置を検知することができる。本発明の表示装置は、タッチパネル機
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能を有する表示装置に適用できる。
【符号の説明】
【０１４９】
　　１０　バックライト
　　１１　バックライト
　　２０　液晶パネル（表示パネル）
　　２０ａ　赤外光センサ付き液晶パネル（表示パネル）
　　２０ｂ　自発光型パネル（表示パネル）
　　２１　アクティブマトリクス基板
　　２２　対向基板
　　２３　液晶層
　　２４　カラーフィルタ層
　　３０　光センサ素子
　　３１　光センサ素子
　　３２　赤外光透過フィルタ（赤外光透過部）
　　４０ａ　表側偏光板（偏光板）
　　４０ｃ　表側偏光板（偏光板）
　　５０　広帯域λ／４位相差板
　　５０ａ　λ／４位相差板
　　５０ｂ　λ／２位相差板
　　６０　ＴＡＣフィルム
　　８０　空気層
　　９０　保護板
　　１００　液晶表示装置（表示装置）
　　２００　液晶表示装置（表示装置）
　　３００　液晶表示装置（表示装置）
　　４００　液晶表示装置（表示装置）
　　５００　自発光型表示装置（表示装置）
　　６００　自発光型表示装置
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